
日当たりのよい草原に生える越年草。茎は直立し、高さ30-150cmになり、上部でよく分枝して多数の頭花

をつける。葉は長さ12-18cm、羽状深裂または全縁で、基部は茎に沿下し翼となることもある。花は8-10

月。頭花は径12-16mm。総苞片には淡紅色の付属体があり、つぼみも花も美しい。

県内で現存を確認できるのは1ヶ所のみとなっている。

シカの採食による影響が著しい。2020年版でBランク

からAランクに変更した。

生育地の草原の保全とシカの採食による影響の抑制が
必要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、西播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ヒメヒゴタイ
環境省ランク… VUSaussurea  pulchella  (Fisch. Ex Hornem.) Fisch.


